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東京外環トンネル施工等検討委員会 第２回有識者委員会 
 

 

 

 

地表面陥没事象に関する調査方針について 

 

 

 

 

 

令和２年１０月２３日 

 

中 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 東 京 支 社 東 京 工 事 事 務 所 

大 林 ・ 西 松 ・ 戸 田 ・ 佐 藤 ・ 錢 高 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体  

 

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 関 東 支 社 東 京 外 環 工 事 事 務 所 

鹿 島 ・ 前 田 ・ 三 井 住 友 ・ 鉄 建 ・ 西 武 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体 
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日付 時刻 内容 

10 月 17 日 夕方 定点観測している地表面観測では、特に変化が無いことを確認 

10 月 18 日 

9:30 工事業者が巡回中に当該箇所で地表面沈下を確認 

11:50 NEXCO 東日本・現場担当者が現地に到着 

12:20 調布警察が現場に到着・市道通行規制開始 

12:30 地表面の陥没を確認 

13:30 NEXCO 東日本が周辺住⺠に避難要請を開始 

13:50 上下水道、ガス、電気のライフラインに異常が無いことを確認（ライフライン担当企業が現地で確認） 

16:00 NEXCO 東日本がトンネル専門家に応急措置として、砂で埋土する事の見解を伺い、了解を得、事業者として埋土する方針を決定 

16:40 NEXCO 東日本が応急措置として、砂による埋土を指示 

17:00 NEXCO 東日本が明日以降のシールドトンネル工事の一時中止を指示 

17:00 NEXCO 東日本が当該箇所の陥没について記者発表 

10 月 19 日 

 

4:25 応急措置としての砂による埋土が完了 

15：00 第２２回東京外環トンネル施工等検討委員会、第 1 回東京外環トンネル施工等検討委員会有識者委員会 開催 

10 月 20 日 13：00 NEXCO 東日本が陥没箇所周辺での路面空洞調査開始 

 ※以降、陥没箇所等の現地状況の確認を実施 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生の時系列 
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調布市地表面陥没に関する調査の状況 

・地表面の常時観測 

 （GNSS 測量） 

・路面空洞調査 
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①  路面空洞調査 

１． 原因究明のための調査について 

 ・ 「高解像度地中レーダーシステム」を用いて地表面付近の空洞の有無を調査する。 

②  地盤状況の調査 
・ コアボーリング調査を行い、地質状況を確認する。 

・ 音響トモグラフィ調査を実施し、深度方向及び断面方向の地盤状況を確認する。 

③  地下水状況の調査 

・ ボーリングﾞ調査箇所及び既設の調査孔を用いて、周辺の地下水の状況（水位、流向、流速）を確認する。また陥没箇所から採取した地下水について成分分析を行う。 

10/18 に発生した地表面陥没の原因究明のため、当該陥没箇所及びその周辺道路において地盤状況の確認を行うため、以下の調査を行う。 

調査位置については、下図の位置を基本にし、関係者の了承を得た上で実施する。 

④ 埋設物の状況確認 

⑤ 地歴、文献、施工データの再確認 

・ 陥没箇所周辺の埋設物の状況を企業者とともに確認する。 

・ 陥没箇所周辺の地歴、文献、施工データを再度確認する。 
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【音響トモグラフィ】 

音響トモグラフィにより、深度方向及び断面方向の地盤状況を確認する。 

 

【路面空洞調査】 

陥没箇所及び周辺道路を「高解像度地中レーダーシステム」を用いて空洞の有無を調査する。 

5.2ｍ 

※道路狭隘部は、ハンディ型の地中レーダーにて計測を実施 

1.6ｍ 

計測位置 

5.2ｍ 
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約 10m 

約 10m 

約 30m 約 40m 

約 2m 

約 2m 

約 30m 

 
【ボーリング調査について】 

・陥没箇所における鉛直方向の確認 ⇒ コアボーリングによるサンプリング 
・陥没箇所周辺における水平方向の確認 ⇒ コアボーリング孔の間の地盤状況を音響トモグラフィにより確認 

※地盤状況等により、ボーリング調査内容は変更する場合がある。 

10/18 陥没箇所 

ボーリング調査イメージ 

：浅層 

 
：深層 

凡例 

調査のイメージ 
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２． これまで掘り進めてきた区間の調査 

これまで掘り進めてきた区間の安全の確認のために、陥没箇所周辺以外の地表面についても常時監視等を実施する。 

 

② 路面空洞調査 

・ 「高解像度地中レーダーシステム」を用いて空洞の有無を調査する。 

・ 調査は自走式電磁波地中レーダ探査車を走行させて行う予定であり、今後、関係機関との協議を実施する。 

① 地表面の常時監視 

・ 地表面変動を常時に観測するためＧＮＳＳ測量を実施する。 

・ ＧＮＳＳ測量の実施にあたり、数百メートル単位で固定観測点を設置する予定であり、固定観測点の位置や観測開始等の詳細については、今後、関係機関との協議を実施する。 

 
【ＧＮＳＳ測量】 

・ 人工衛星からの信号を用いて位置を決定する衛星測位システムを利用した測量。固定観測点の傾向を確認することができる。 

 

 

東京外かく環状道路（関越～東名） 延長１６．２km 

【これまで掘り進めてきた区間】 

・地表面の常時監視（GNSS 測量） 

・路面空洞調査 

【これまで掘り進めてきた区間】 

・地表面の常時監視（GNSS 測量） 

・路面空洞調査 


